
広  

告

熊本県からのお知らせ

　保健師資格をお持ちの方、ご協力をお願いします！
　熊本県では、新型コロナウイルス感染症拡大の影響
により、保健所等での健康観察等の短期支援を行って
いただける保健師の方を募集しています。
　ご協力いただける方は潜在保健師等人

材バンク「とどけるん」への登録を行いますので、まず
は、熊本県ナースセンターへご連絡ください。

　熊本県が実施する本講習会は、失語症者が地域の一員として安心し
て暮らすることができるように、失語症の症状や対応方法を理解し、
会話や日常生活での外出の際に、意思疎通の支援を行える人材を養成
するものです。６月から受講者の募集を開始します。

潜在保健師等人材バンクへの登録に係る周知 「失語症者向け意思疎通支援者養成講習会」の 
受講者募集

問	熊本県ナースセンター　　☎０９６－３６５－７６６０	
熊本県医療政策課看護班　☎０９６－３３３－２２０６

問	県障がい者支援課	
☎０９６－３３３－２２３５　FAX０９６－３８３－１７３９

　「食」は、私たちが生きていくうえで欠かせない命の
源です。
　熊本県では、「第３次熊本県健康食生活・食育推進計
画～くまもと食で育む命・絆・夢プラン～」に基づき、
食育の取組を推進しています。
　この機会に、食を楽しむことの大切さ、食の持つ多様
な役割など、家族や身近な人と大事な「食」について話
し合ってみましょう。

６月は「食育月間」です！

問	県健康づくり推進課　☎０９６―３３３－２２５２

　熊本県では、令和３年（2021年）10月１日以降、県内で自転車を
利用する全ての方に、「自転車保険」への加入が義務付けられます。
　「自転車保険」は、保険代理店や、コンビニ等で加入できます。
　「自転車保険」という名称でなくても、自動車保険や火災保険、傷
害保険などの特約で補償される場合があります。詳しくはご加入の保
険会社にお問い合わせください。

自転車保険への加入が義務化されます！

問	県くらしの安全推進課　☎０９６－３３３－２２９３

問	生活環境課　☎６２−２２２５

問	生活環境課　☎６２−２２２５

夏場の食中毒に注意！
　食中毒の主な原因である細菌は、気温が高く、湿気が高くなる梅雨から
夏にかけて増殖が活発になります。また、夏バテなどにより体の抵抗力が
落ちることで食中毒になりやすくなります。以下の3原則を理解し食中毒
を予防しましょう。

ごみステーション整備に伴う補助金制度
　高森町では、ごみ及び資源物収集の円滑化
を図るとともに、良好な居住環境を保全する
ため、ごみステーション整備に伴う補助制度
を設けています。補助の対象等については以下のとおりです。
●対　　象	 防鳥・防獣対策が未整備のごみステーション
●補助金額	 整備費用の２分の１（最大50,000円まで）

生ごみ処理容器（コンポスト）購入費補助金制度
　生ごみ処理容器（コンポスト）とは、土中の微生物又は微生
物資材を利用して生ごみを発酵させ分解することにより、堆肥
として使用することができるものです。この生ごみ処理容器（コ
ンポスト）の普及と、家庭から排出される生ごみ
の減量化を図るため補助金制度を設けています。
●対　　象	 過去５年以内で生ごみ処理容器の

補助金を申請されていない方
	 ※一世帯につき１台のみ
●補助金額	 購入金額の２分の１（最大5,000円まで）

つけない
◦食べる前には必ずきれいに手を洗いましょう。
◦食品を小分けにするときには、清潔な箸やトング

を使いましょう。
◦食品を保存するときには密封容器やラップを使い

ましょう。
増やさない
◦市販の弁当や総菜などは、店内での飲食に比べて調理してから飲

食するまでの時間が長いため長時間持ち歩いたり、
車の中に放置することはやめましょう。

◦持ち歩く時や車の中に入れる場合は、保冷バック、
保冷剤を活用しましょう。

◦購入後は早めに食べましょう。
◦すぐ食べない場合は購入後すぐに冷蔵庫にいれま

しょう。
やっつける
◦再加熱できる料理は中心までしっかり加熱しまし

ょう。
◦時間が経ちすぎたものは思い切って捨てましょう。
◦食べきれるだけの量を買いましょう。

食中毒の３原則「つけない・増やさない・やっつける」
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